
AML
番号 レジメン名（療法） 薬剤名（一般名） 投与量 投与日（Day） １コース日数（日） 備考

イダルビシン 12mg/m2 1-3
シタラビン 100mg/m2 1-7

ダウノルビシン 50mg/m2 1-5
シタラビン 100mg/m2 1-7

3 HD-AC シタラビン 2000mg/m2×2 1-5 5
エトポシド 100mg/m2 1-5
シタラビン 200mg/m2 1-5

ビンクリスチン 0.8mg/m2 8
ビンデシン 2mg/m2 10

メソトレキセート 1000mg/m2 1
シタラビン 1000mg/m2×2 2-3

アクラルビシン 20mg/m2 1-5
シタラビン 200mg/m2 1-5

ダウノルビシン 50mg/m2 1-3
シタラビン 200mg/m2 1-5

メソトレキセート※ 15mg/body 1
デキサメタゾン※ 4mg/body 1

シタラビン※ 40mg/body 1
ミトキサントロン 7mg/m2 1-3

シタラビン 200mg/m2 1-5
エトポシド 100mg/m2 1-5

ダウノルビシン 50mg/m2 1-3
エノシタビン 200mg/m2 1-7

メルカプトプリン 70mg/m2 1-7
フルダラビン 15mg/m2×2 2-5
シタラビン 2000mg/m2×2 2-5

ミトキサントロン 10mg/m2 4-6
フィルグラスチム 75μg/body 1-4

シタラビン 20mg/body 1-14
エトポシド 50mg/body 1-14

フィルグラスチム 75μg/body 1-14
アクラルビシン 14mg/m2 1-4

シタラビン 10mg/m2×2 1-14
フィルグラスチム 75-100μg/body 1-14

13 GO ゲムツズマブオゾガマイシン 9mg/m2 1 14 最大投与2回まで投与できる

シタラビン 2000mg/m2×2 1-4
ミトキサントロン 10mg/m2 1-5（最大6）

15 AZA アザシチジン 75mg/m2 1-7 28 高齢者は5日間投与が推奨される

エトポシド 80mg/m2 1-6
シタラビン 1000mg/m2 1-6

ミトキサントロン 6mg/m2 1-6

ベネトクラクス
1コース目 Day1:100mg/day

Day2:200mg/day
 Day3以降：400mg/day

1-28

アザシチジン 75mg/m2 1-7

ベネトクラクス
1コース目 Day1:100mg/day

Day2:200mg/day
 Day3：400mg/day Day4以降：600mg/day

1-28

シタラビン 20mg/m2 1-10

19 ビキセオス（寛解導入） ビキセオス
100ユニット（ダウノルビシン/シタラビン

として44mg/100mg）/m2
1、3、5

1コース目14-35
2コース目35-56

最大2サイクルまで投与可能（1
サイクル目に寛解に到達しな
かった患者で、忍容性が良好な
場合は、2サイクル目として1、3
日目に投与）。

20 ビキセオス（地固め） ビキセオス
65ユニット（ダウノルビシン/シタラビン

として29mg/65mg）/m2
1、3 35-56

最大2サイクルまで投与可能（最
後の寛解導入療法開始から5～
8週後に開始する。1サイクル目
の投与開始後に病状が進行して
おらず、忍容性が良好な場合
は、2サイクル目として1、3日目
に投与）。

イダルビシン 12mg/m2 1-3
シタラビン 100mg/m2 1-7

キザルチニブ 35.4mg/body 8-21
シタラビン 3g/m2×2回/日 1、3、5

キザルチニブ 35.4mg/body 6-19

キザルチニブ+IDR+Ara-C療
法（寛解導入療法）

21 28

22
キザルチニブ+IDR+Ara-C療

法（地固め療法）
28 キロサイドは60歳以上は1.5g/ｍ

2×2回投与

18
ベネトクラクス+低用量シタラ

ビン
28

ベネトクラクス+アザシチジン 2817

16 MEC 6

14 HAM 6

11 AVG 14

12 CAG 14

10 FLAGM 6

4 A-triple V 10

AA 5

1 IDR+Ara-C 28

2 DNR+Ara-C 28

7 DA 5

※髄注投与用の薬剤

5 MTX+Ara-C 4

6

8 MA 5

9 DNR+BH-AC 7


